
 

資料３-１ 

  

 

１ 事業目的及び内容 

  今治市地域公共交通網形成計画において、地域住民、事業者及び行政の連携を深めなが

ら路線バス運行の見直し・改善を行い、生活の足を確保するとともに住民の利用拡大に向

けた意識を醸成するため、ワークショップや意見交換を実施し、地域に適合した公共交通

のネットワークの構築を推進する。 

 

２ 実施方法 

（１）対 象 地 区  陸地部、島しょ部各１地区 

（２）実 施 回 数  各地区３回程度 

（３）参 加 者  10～20名程度（地域活性化推進協議会を中心に自治会やバス利用

者、地域の高校生等で構成予定）    

（４）業 務 委 託 

① 委託事業者  株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

③ 業務委託内容  別添業務委託仕様書（案）のとおり 

 

３ 実施地区、課題等（案） 

 地区 対象路線 主な課題 

１ 朝倉地区 朝倉線 

拠点（朝倉支所）から浅地口までの利用者僅少 

支所から先への運行の必要性 

中核病院への輸送ニーズの把握、ルートの見直し 等 

２ 吉海地区 田浦線 
スクール利用者以外の利用者僅少 

公共交通の必要性及びバス以外での移動手段の検討 等 

 

４ スケジュール（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

    

 

 

 

 

５ ワークショップの実施計画（案）  

 次第 時間 内容 

第1回 

1．実施目的説明 5分 ワークショップの目的の説明 

2．進め方等の説明 5分 ワークショップの進め方等の説明 

3．市及び地域交通 
の概況の説明 

10分 市および地域の交通状況の概要を説明 

4．ワークショップ 
（テーマ1） 

20分 地域の現状を協議する 

5．ワークショップ 
（テーマ2） 

20分 将来のイメージを協議する 

6．ワークショップ 
（テーマ3） 

20分 課題を協議する 

7．まとめ 20分 
模造紙に書かれたメモをもとに、テーブルごとに
結果を報告 

8．アンケート実施 10分 
次回の改善のため、実施内容について意見を聴取
する 

計 110分  

第2回 

1．目的確認 5分 ワークショップの目的の確認 

2．振り返り等 30分 
第 1回の結果の振り返り 
他自治体の取組事例を紹介 

３．ワークショップ 40分 地域の交通のあるべき姿を協議する 

４．まとめ 20分 
模造紙に書かれたメモをもとに、グループごとに
結果を報告 

５．アンケート実施 10分 
次回の改善のため、実施内容について意見を聴取
する 

計 105分  

第3回 

1．目的確認 5分 ワークショップの目的の確認 

2．地域の交通のある 
 べき姿の振り返り 

10分 第２回の結果の振り返り 

3．交通手段の提案 10分 当該地域に適合した公共交通を提案 

4．ワークショップ 
（テーマ1） 

40分 地域に求められる交通手段の具体化（意見の集約） 

5．ワークショップ 
（テーマ2） 

20分 運行主体等役割分担についての検討 

6．まとめ 20分 事務局からまとめの報告、今後の進め方を説明 

計 105分  
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